
初等・中等教育における
グローバル教育の到達点
と⾼⼤連携への期待

⽴命館⼩学校 校⻑
⽴命館⼤学国際教育推進機構 教授

堀江 未来

2022年3⽉17⽇
⼤学の国際化推進フォーラム

今⽇の内容

 「グローバルな学び」とは︖
 ⽬的と⽅法論

 ⽴命館⼩学校・中学校・⾼等学校の事例
 「新たな価値を創造し、社会に貢献できるグロー

バルリーダーの育成」
 SSHとSGH

 グローバル教育の⾼⼤連携に向けて
 学習者を中⼼とした個別のアプローチへ



「グローバルな学び」の⽬的︓⽅法論は多様

外国語⼒
異⽂化感受性

外国語運用能力
コミュニケーション
クリティカル・シンキング
立ち直る力
情報収集力
交渉力
忍耐力

想像力
観察力・省察力
試行錯誤できる力
問題発見力と解決力
ストレス・コントロール
感情のコントロール など

社会文化に関する知識
授業で学ぶ内容 など

オープンな心
違いを楽しむ気持ち

相互理解・尊重の姿勢
判断を保留する姿勢

曖昧さに対する許容の姿勢
自信、好奇心など

知識

姿勢

スキル

認知的能⼒

異⽂化感受性

⾮認知的能⼒

⾮認知的能⼒

BRIDGE Institute (2020)

⽴命館⼩学校・中学校・⾼等学校のミッション

「新たな価値を創造し、社会に貢献できるグローバルリーダーの育成」

「社会の⼀員として（社会の急激な）変化を少しでも良い⽅向に導くため、これま
での価値観や常識にとらわれることなく、⼀⼈⼀⼈が個としての軸をもつとともに、
それぞれの⾼度な専⾨性に基づく使命感を持ちながら、⽂化や⾔語の違いを乗り越
え、多様な⼈々との温かな協⼒関係の中で歩みを進める姿勢がもとめられます」



⼩学⽣にとっての「世界を変える」とは︖

すぐ隣にいるお友達
から世界が始まるよ

誰もが安⼼して過ご
せる学校にしよう

社会と私は
どうつながるのかな



World Week 
APUの国際学⽣が全てのクラスに⼊って過ごす⼀週間

SSHとSGH (WWL)︓⾼校のグローバル教育を牽引

SSH: Super Science High School
スーパーサイエンスハイスクール事業 (2002~)
• 「⾼等学校等において、先進的な理数教育を実施するとともに、⾼⼤接

続の在り⽅について⼤学との共同研究や、国際性を育むための取組を推
進します。また創造性、独創性を⾼める指導⽅法、教材の開発等の取組
を実施します。」

• 全国218校（2021年度）

SGH: Super Global High School 
スーパーグローバルハイスクール事業 (2014~2018)
（2019年度からWWL: World-Wide Learning へ）
• 「⾼等学校等におけるグローバル・リーダー育成に資する教育を通して、

⽣徒の社会課題に対する関⼼と深い教養、コミュニケーション能⼒、問
題解決⼒等の国際的素養を⾝に付け、将来、国際的に活躍できるグロー
バル・リーダーの育成を図ることを⽬的としています。」

• 全国約50校（＋アソシエイト校）



⽴命館⾼校 SSHの取り組み

国際理系⼈材の育成

理系知識・技術

英語

多⽂化協働⼒

国際共同課題研究

Japan Super Science 
Fair

国際共同課題研究

• ⾼校2年・3年「課題研究」→希望者の
み「国際共同課題研究」に

• シンガポール、韓国、台湾、タイ、カ
ナダの協定校の⽣徒と数名でのチーム
を組み、研究テーマの設定、研究の計
画、データ収集、分析、発表までを、
1年間かけて⾏う。

• オンラインでのやりとりが中⼼（＋相
互訪問）

• Japan Super Science Fairやその他国
際科学フェアにおいて共同発表を⾏い、
フィードバックを得て、さらに改善を
重ねる。

• 異⽂化間コミュニケーションや異⽂化
感受性に関する事前学習を⾏い、プロ
セスからの学びも意識させる。
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Japan Super Science Fair

 海外⽣徒を招聘、⼀週間に
渡って科学研究に関する発
表・議論・交流をおこなう

 ⽣徒の実⾏委員会による企
画・運営



JSSF参加校
2017年度︓24カ国・地域

⽴命館⾼等学校︓SGH (2014-2018)

「貧困」「災害」「SDGs」
国内外における多彩な研修
模擬国連
Rits Super Global Forum
道具としての英語⼒・多⽂化協働⼒



⽴命館⾼等学校︓キャンパスSDGs



⽴命館⾼等学校︓Rits Super Global Forum

グローバル教育の⾼⼤連携に向けて

現状として・・・

 ⾼校も、⼤学も、急激な変化の中に
 情報のアップデートが間に合っていない（個⼈的な経験に引っ

張られる）
 学校間での機会・リソースの差が激しい

 接点としての「⼊試」が相互理解の障壁に
 内部推薦であっても、外部受験であっても、⼊学選抜で問われ

る評価のあり⽅が影響⼒をもつ

 ⽣徒はさらなる⾼みを⽬指したい
 主体的な学習者として。好奇⼼に導かれる学び。
 コンフォートゾーンから⾶び出したい（⾼⼤連携のジレンマ）



グローバル教育の⾼⼤連携に向けて

⼩中⾼⼤相互理解のために

 ⼤学側への提案︓学習者としての資質・スキルの変化に注⽬
 主体性・正解のない問いに向かう姿勢・社会貢献意識
 英語⼒・多⽂化協働⼒・ICTスキル

 ⼩中⾼側への提案︓⼤学リソースの活⽤
 研究者としての⼤学教員との連携を
 ⼤学の留学⽣や海外交流先など

⾼⼤連携の取り組みをするならば

 特定分野・特定の学校間に絞った特⾊あるものを
 ⽣徒の極めて個⼈的な興味関⼼に寄り添う取り組みを


